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１．概要とポイント 

• 食環境を考慮した食の支援が求められる中で、中山間地域に住む高齢者の食環境がバラ

ンスの良い食生活に関連するかどうかを検討した研究は存在しませんでした。 

• 我々は、中山間地域である島根県雲南市の高齢者を対象に調査を行い、住んでいる場所

周辺の食環境と、バランス良く様々な食品を摂れているか（食品摂取多様性が高いか）と

いうこととの関連性を検討しました。 

• その結果、自宅が食料品店から遠い者は、普段食べている食品が偏りやすい（多様性が

低い）という有意な関連性がありました （下表）。 

• 食料品店の種別にみると、特にスーパーとコンビニが遠いという食環境において、この関

連性があることがわかりました。 

• この研究は、初めて、中山間地域に住む高齢者における食料品店との距離と食品摂取の

多様さとの関連性を報告しました。 

• 中山間地域に住む高齢者の栄養改善を目的とするアプローチには、様々な食品をバラン

スよく食べるという食生活実践に距離的な妨げがある地域、つまりスーパーやコンビニか

ら遠い地域に配慮した介入を行うことの重要性が示唆されました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

詳しくはこちらをご覧ください（プレスリリース本文） 

https://www.shintai-unnan.com/_files/ugd/9f0591_2b642d4eace345f7b88f6ea1a1b04195.pdf
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